(別添様式１)
平成２３年度６月補正予算　　　支出科目　款：総務費　項：総務管理費　目：庁舎管理費
	事業名:県庁舎省エネ化設備整備事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　　総務部　管財課　庁舎担当　電話番号：058-272-1111（内2214）

　　　　　　　　　　　E-mail：c11116@pref.gifu.lg.jp
	事業費　


　補正要求額：　28,231千円
（現計予算額：0千円　　　補正後予算額：28,231千円）

	要求内容　


	１　要求の内容


　  平成２１年度に地球温暖化対策等のために岐阜県グリーンニューディール基金（平成２３年度で終了）が造成された。
　　東日本大震災の影響により、中部電力・浜岡原発が停止され、この地域においても夏期の電力需給が逼迫することが懸念されており、県は５月１３日に「岐阜県庁省エネ・新エネ推進連絡会議」を設置し、さらなる省エネ対策に取り組むこととした。

そこで、県庁舎の省エネ対策として、当該基金を活用し下記の事業を実施する。
  ・窓ガラス遮熱塗装の施工
県庁舎の南面（２～１２階）、議会東棟東面（２階）及び議会西棟西面（２階）
の窓ガラス（約２，０００㎡）の遮熱塗装を行う。
・階段照明のＬＥＤ化等

県庁舎及び議会東・西棟の階段の照明をＬＥＤ及びインバータ型の蛍光灯に器具
ごと取り替える。
　
	　２　所要経費


　　窓ガラス遮熱塗装　 　18,438千円
階段照明のＬＥＤ化等　9,793千円
　　 
	これまでの取組と成果

	１　長期構想上の位置付け


　Ⅳ　美しい自然と環境を守る「清流の国」づくり
　　２　循環型社会づくりと、地球温暖化の防止に取り組む
　　　     ・持続型社会を目指したライフスタイルへの転換を促進し、廃棄物の発生抑制、温
室効果ガスの削減に貢献する。
	２　これまでの取組状況


　　県庁舎の省エネ対策については、これまでも事務室のインバータ型蛍光灯への切替、昼休み時の全面消灯、時間外勤務時の部分点灯、冷房２８度・暖房１７度の温度設定などを実施してきたが、岐阜県庁省エネ・新エネ推進連絡会議での議論を踏まえ、下記について一層の取組みをすることとした。

・エレベーター２基（６基中）の運行を休止し、５階程度の昇降はエレベーターの使

　用を自粛　

・廊下の照明は全て消灯（非常灯のあるものを除く）
・事務室や会議室の一部減灯（晴天時の窓際の消灯、配席のない端部を外すなど）
・使用時以外はテレビやパソコン等のプラグを抜く　等
	３　これまでの取組に対する評価


　　県庁舎の節電対策に取り組んできた結果、県警本部が移転した１８年度を基準とした場合、猛暑などの影響により微増した２２年度を除き、電気使用量は年々減少している。
　　
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	現計

予算額
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	補正

要求額
	28,231
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	28,231

	決定額
	28,231
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	28,231


